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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単独重合体としたときにガラス転移温度が１０℃以下となる（メタ）アクリレートモノ
マー（ａ）５～４０モル％、エポキシ基またはカルボキシ基を有する（メタ）アクリルモ
ノマー（ｂ）３０～８５モル％およびその他のラジカル重合性モノマー（ｃ）［但し、Ｎ
－置換マレイミドは除く］０～３５モル％の付加共重合体に、下記（Ｉ）または（ＩＩ）
の変性反応を行うことによって得られる側鎖に酸基、ヒドロキシ基および重合性不飽和結
合を有し、ガラス転移温度が２０℃以下であり、且つ、ポリスチレン換算の重量平均分子
量が１，０００～５０，０００である硬化性ポリマーであって、
　（メタ）アクリレートモノマー（ａ）が、芳香環を持たない（メタ）アクリレート（ａ
－１）および／または芳香環を有する（メタ）アクリレート（ａ－２）であり、（ａ）の
少なくとも一種が、２－エチルヘキシルアクリレートであることを特徴とする硬化性ポリ
マー。
（Ｉ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるエポキシ基を、重合性不飽和一塩基酸（ｄ）により開
裂し、その開裂により生成したヒドロキシ基に多塩基酸またはその無水物（ｅ）を反応さ
せる方法。
（ＩＩ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるカルボキシ基と、該カルボキシ基と反応性の官能基を
有する（メタ）アクリレートモノマー（ｆ）を反応させる方法。
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【請求項２】
　その他のラジカル重合性モノマー（ｃ）が、炭素数１０～２０の橋かけ環式炭化水素基
を有する重合性モノマー（ｃ－１）、ノルボルネン系モノマー（ｃ－２）および炭素数１
～３の低級アルキルメタクリレート（ｃ－３）から選ばれる少なくとも一種のモノマーで
ある請求項１に記載の硬化性ポリマー。
【請求項３】
　酸価が１０～３００ＫＯＨｍｇ／ｇであり、水酸基価が７０～３００ＫＯＨｍｇ／ｇで
あり、不飽和基当量が１００～４，０００ｇ／ｍｏｌである請求項１または２に記載の硬
化性ポリマー。
【請求項４】
　（メタ）アクリルモノマー（ｂ）がエポキシ基を有する（メタ）アクリルモノマー（ｂ
－１）であり、変性反応が（Ｉ）の方法である請求項１～３のいずれかに記載の硬化性ポ
リマー。
【請求項５】
　付加共重合体が、ラジカル重合性モノマー（ｃ）を２～３０モル％の割合で含む共重合
体である請求項１～４のいずれかに記載の硬化性ポリマー。
【請求項６】
　（メタ）アクリレートモノマー（ａ）が、単独重合体としたときにガラス転移温度－１
００℃～０℃を有している請求項１～５のいずれかに記載の硬化性ポリマー。
【請求項７】
　（メタ）アクリレート（ａ－２）の少なくとも一種が、ｍ－フェノキシベンジルアクリ
レートである請求項１～６のいずれかに記載の硬化性ポリマー。
【請求項８】
　その他のラジカル重合性モノマー（ｃ）の少なくとも一種が、ジシクロペンタニルメタ
クリレートまたはメチルメタクリレートである請求項１～７のいずれかに記載の硬化性ポ
リマー。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の硬化性ポリマーと、溶剤および／または反応性希釈剤
を含有する重合体組成物。
【請求項１０】
　さらに光重合開始剤および任意に配合される着色剤を含有する請求項９記載の重合体組
成物。
【請求項１１】
　請求項１０記載の重合体組成物からなるカラーフィルター用感光性材料。
【請求項１２】
　請求項１１記載のカラーフィルター用感光性材料を用いて形成されるカラーフィルター
。
【請求項１３】
　請求項１２記載のカラーフィルターを具備する画像表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、側鎖に酸基および重合性不飽和結合を有する新規な硬化性（メタ）アクリレ
ート系ポリマー、該ポリマーの製造方法および該ポリマーの用途に関し、さらに詳しくは
、カラーフィルター用感光性材料として好適な硬化性（メタ）アクリレート系ポリマー、
該硬化性（メタ）アクリレート系ポリマーの製造方法、該硬化性（メタ）アクリレート系
ポリマーを含む重合体組成物、該重合体組成物に光重合開始剤を配合した感光性重合体組
成物、該感光性重合体組成物から形成されるカラーフィルターおよび該カラーフィルター
を具備してなる画像表示素子に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、省資源や省エネルギーの観点から、各種コーティング、印刷、塗料、接着剤など
の分野において、紫外線や電子線などの活性エネルギー線により硬化可能な感光性重合体
組成物が広く使用されている。また、プリント配線基板などの電子材料の分野においても
、活性エネルギー線により硬化可能な感光性重合体組成物が、ソルダーレジストやカラー
フィルター用レジストなどに使用されている。
【０００３】
　カラーフィルターは、一般に、ガラス基板などの透明基板と、透明基板上に形成された
赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の画素と、画素の境界に形成されるブラックマトリック
スと、画素及びブラックマトリックス上に形成される保護膜とから構成される。このよう
な構成を有するカラーフィルターは、通常、透明基板上にブラックマトリックス、画素及
び保護膜を順次形成することによって製造される。画素及びブラックマトリックス（以下
、画素及びブラックマトリックスのことを「着色パターン」という。）の形成方法として
は、様々な製造方法が提案されている。そのなかで、感光性重合体組成物をレジストとし
て用い、塗布、露光、現像及びベーキングを繰り返すフォトリソグラフィ工法で作成され
る顔料／染料分散法は、耐光性や耐熱性などの耐久性に優れ、ピンホールなどの欠陥が少
ない着色パターンを与えるため、現在の主流となっている。
【０００４】
　一般に、フォトリソグラフィ工法に用いられる感光性重合体組成物は、アルカリ可溶性
樹脂、反応性希釈剤、光重合開始剤、着色剤及び溶剤を含有する。アルカリ可溶性樹脂と
しては、従来から種々のタイプの重合体が開発されているが、最近では、ガラス転移温度
（Ｔｇ）が低い重合体を用いる感光性重合体組成物の開発が進んでいる。例えば、特許文
献１には、Ｎ－置換マレイミド化合物由来の単量体単位を含み、かつ、カルボキシル基及
びエチレン性不飽和二重結合を有し、Ｔｇが２０℃以下、好ましくは－５０℃以上である
重合体を用いるカラーフィルター用感光性材料が開示されている（請求項１および段落０
０３８参照）。該重合体は、Ｎ－置換マレイミドと不飽和カルボン酸の共重合体に、エポ
キシ基のようなカルボキシ基と反応性の官能基を有するエチレン性不飽和化合物を反応さ
せて合成することができる（段落００１１参照）。
【０００５】
　特許文献１には、このような低Ｔｇの重合体を用いると、アルカリ可溶性樹脂が充分な
柔軟性を有し、基材との密着性が向上することにより、アルカリ現像時の剥がれや欠けを
防止できると記載されている（段落００３８参照）。しかし、この硬化性重合体は、マレ
イミドの重合単位を含んでいるため、分子中に含まれる窒素原子に起因する黄色味がかっ
た変色の問題（黄変性）がある。
【０００６】
　また、特許文献２には、ホモポリマーとしたときのＴｇが２０℃以下のモノマーを全モ
ノマーに対して３０質量％以上、好ましくは５０質量％以上の割合で含み、且つ、二重結
合当量が５５０以上の重合体を用いるカラーフィルター用感光性材料が開示されている。
そして、この重合体は、二重結合当量が大きいことから薄膜の架橋密度が下がり、薄膜の
硬度及び弾性率が低下し、また、Ｔｇが低いことからポリマーの主鎖骨格が柔軟になり、
カラーフィルター焼成時の内部応力を低減でき、結果として、得られるカラーフィルター
の位相差が低減すると記載されている（段落００３０参照）。
【０００７】
　特許文献２では、ポリマーのＴｇを低くするためのモノマーとして炭素数４～２０のア
ルキル基を有する（メタ）アクリレートを使用することが推奨されており、そのようなモ
ノマーを使用するポリマーの具体例としては、ドデシルメタクリレート／ｎ-ブチルメタ
クリレート／メタクリル酸の付加共重合体にグリシジルメタクリレートを付加した変性物
、２－エチルヘキシルメタクリレート／ｎ-ブチルメタクリレート／メタクリル酸の付加
共重合体にグリシジルメタクリレートを付加した変性物、トリシクロデカニルメタクリレ
ート／ｎ-ブチルメタクリレート／メタクリル酸の付加共重合体にグリシジルメタクリレ
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ートを付加した変性物（バインダー樹脂Ｈ、段落０１１７参照）などが記載されている。
しかし、特許文献２には、ポリマー中にヒドロキシ基を含有するとカラーフィルターとし
たときの位相差が増大するため好ましくないと記載されており（段落００２５参照）、ヒ
ドロキシ基をできるだけ少なくすることが望まれていた。
【０００８】
　また、特許文献３には、トリシクロデカニルメタクリレートやノルボルネンのような脂
環式モノマーとエトキシ化ｏ－フェニルフェノール（メタ）アクリレート（すなわち、２
－フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート）に代表されるアルキレンオキシド由
来の構造とアリール残基を有する（メタ）アクリレートの共重合体に、酸基および重合性
不飽和結合を導入した変性重合体を用いるカラーフィルター用感光性材料が開示されてい
る。特許文献３では、酸基および重合性不飽和結合を導入する方法として、（１）予め不
飽和一塩基酸を共重合しておき、分子内の酸基の一部とエポキシ基を有する不飽和モノマ
ーを反応させる方法、（２）予めエポキシ基を有する不飽和モノマーを共重合しておき、
分子内のエポキシ基を不飽和一塩基酸で開裂し、生成したヒドロキシ基に多塩基酸無水物
を反応させる方法が例示されている。そして、いずれの方法であっても、同等の性能が得
られることが記載されている（実施例３とその他の実施例を参照）。しかし、この材料は
、感度、現像性、耐熱分解性および耐熱黄変性の点で優れた特性を示すが、基板との密着
性や塗膜の柔軟性が必ずしも十分とは言えず、また、着色材として染料を使用する場合に
、しばしば染料本来の鮮明さが不足するという現象を惹起することがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－３２７７２号公報
【特許文献２】特開２０１２－２０３３６１号公報
【特許文献３】ＷＯ２０１２／１４１０００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記のような背景技術の下に開発されたものであり、その主たる目的は、感
光性重合体組成物用の材料として使用したときに、感度、現像性、耐溶剤性、基板との密
着性および染料の分散性に優れた硬化性ポリマーおよびその製造方法を提供することにあ
る。また、他の目的は、感度、現像性、耐溶剤性、基板との密着性および染料の分散性に
優れた塗膜を形成可能な重合体組成物を提供することにある。さらに、その他の目的は、
耐溶剤性、基板との密着性および染料の分散性に優れたパターンを形成可能な、カラーフ
ィルター用の材料として好適な感光性重合体組成物を提供すること、色調が安定したカラ
ーフィルターを提供すること、並びに該カラーフィルターを具備する画像表示素子を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、上記のような課題を解決すべく鋭意検討した結果、硬化性ポリマーの主
鎖を構成するモノマー成分として特定な２つの型のモノマーを組み合わせて使用し、且つ
、得られた付加共重合体の側鎖に酸基、ヒドロキシ基および不飽和二重結合を共存させる
と、感度、現像性、耐溶剤性、基板との密着性および染料の分散性に優れた硬化性ポリマ
ーを効率よく得ることができることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１２】
　かくして本発明によれば、第一の発明として、単独重合体としたときにガラス転移温度
が１０℃以下となる（メタ）アクリレートモノマー（ａ）５～４０モル％、エポキシ基ま
たはカルボキシ基を有する（メタ）アクリルモノマー（ｂ）３０～８５モル％およびその
他のラジカル重合性モノマー（ｃ）０～３５モル％の付加共重合体に、下記（Ｉ）または
（ＩＩ）の変性反応を行うことによって得られる側鎖に酸基、ヒドロキシ基および重合性
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不飽和結合を有し、ガラス転移温度が２０℃以下であり、且つ、ポリスチレン換算の重量
平均分子量が１，０００～５０，０００である硬化性ポリマーが提供される。
（Ｉ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるエポキシ基と、重合性不飽和一塩基酸（ｄ）により開
裂し、その開裂により生成したヒドロキシ基と多塩基酸またはその無水物（ｅ）を反応さ
せる方法。
（ＩＩ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるカルボキシ基と、該カルボキシ基と反応性の官能基を
有する（メタ）アクリレートモノマー（ｆ）を反応させる方法。
【００１３】
　また、第二の発明として、単独重合体としたときにガラス転移温度が１０℃以下となる
（メタ）アクリレートモノマー（ａ）５～４０モル％と、エポキシ基またはカルボキシ基
を有する（メタ）アクリルモノマー（ｂ）３０～８５モル％と、所望により用いられるそ
の他のラジカル重合性モノマー（ｃ）０～３５モル％をラジカル重合し、次いで生成した
付加共重合体に、上記（Ｉ）または（ＩＩ）の変性反応を行うことにより、側鎖に酸基、
ヒドロキシ基および重合性不飽和結合を有し、ガラス転移温度が２０℃以下であり、且つ
、ポリスチレン換算の重量平均分子量が１，０００～５０，０００である硬化性ポリマー
の製造方法が提供される。
【００１４】
　さらに、第三の発明として、該硬化性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）および／または反応
性希釈剤（Ｃ）を含有する重合体組成物が提供され、さらに第四の発明として、前記硬化
性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）、反応性希釈剤（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ）および任意に
加えられる着色材（Ｅ）を含有する感光性重合体組成物が提供される。さらに、第五の発
明として、該感光性重合体組成物を用いて形成されるカラーフィルターが提供され、第六
の発明として、該カラーフィルターを具備する画像表示素子が提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、感光性材料として使用するときに、感度、現像性、耐溶剤性、基板と
の密着性および染料の分散性に優れた硬化性ポリマーを効率よく得ることができる。また
、本発明の感光性重合体組成物から形成される硬化塗膜は、感度、現像性、耐溶剤性、基
板との密着性および染料の分散性に優れていることから各種レジスト分野での利用価値が
極めて高く、その中でもカラーフィルター用の感光性材料として使用すると、耐溶剤性、
基板との密着性および染料の分散性に優れた着色パターンを有するカラーフィルターが得
られる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
＜硬化性ポリマー＞
　本発明の硬化性ポリマーは、前述のとおり、単独重合体としたときにガラス転移温度が
１０℃以下となる（メタ）アクリレートモノマー（ａ）と、エポキシ基またはカルボキシ
基を有する（メタ）アクリルモノマー（ｂ）と、所望により用いられるその他のラジカル
重合性モノマー（ｃ）の付加共重合体に、上記（Ｉ）または（ＩＩ）の変性反応を行うこ
とによって得られる側鎖に酸基、ヒドロキシ基および重合性不飽和結合を有し、ガラス転
移温度が２０℃以下であり、且つ、ポリスチレン換算の重量平均分子量が１，０００～５
０，０００のものである。因みに、本明細書においては、ポリマー分子中に存在する重合
性不飽和基がポリマー間の架橋反応に寄与することから、このポリマーを「硬化性ポリマ
ー」と称している。また、本明細書において（メタ）アクリレートとは、アクリレートま
たはメタクリレートを意味しており、（メタ）アクリルモノマーとは、アクリルモノマー
またはメタクリルモノマーを意味している。
【００１７】
＜付加共重合体用に使用されるモノマー＞
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　本発明の硬化性ポリマーの前駆体である付加共重合体は、単独重合体としたときにガラ
ス転移温度が１０℃以下となる（メタ）アクリレートモノマー（ａ）と、エポキシ基また
はカルボキシ基を有する（メタ）アクリルモノマー（ｂ）と、所望により用いられるその
他のラジカル重合性モノマー（ｃ）を、常法にしたがってラジカル共重合することによっ
て製造される。なお、（メタ）アクリレートモノマー（ａ）には、（メタ）アクリルモノ
マー（ｂ）に該当するものは含まれていない。
【００１８】
　本発明においては、第一のモノマー成分として、単独重合体としたときにガラス転移温
度が１０℃以下、好ましくは－１００～０℃、とくに好ましくは－８０～－１０℃となる
（メタ）アクリレートモノマー（ａ）が用いられる。このＴｇが低いほど、得られる硬化
性ポリマーのＴｇを低くすることができ、それにより感光性材料として使用したときの現
像性および基板との密着性が改善され、その結果としてパターン形状が改良される。
【００１９】
　なお、ガラス転移温度は、ポリマーの固形分についてＤＳＣ（示差走査熱量計法、測定
機器：セイコーＤＳＣ６２００）を用いて、窒素気流下、昇温速度１０℃／ｍｉｎでＪＩ
Ｓ－Ｋ７１２１に準拠し測定した中間点ガラス転移温度である。
【００２０】
　低Ｔｇを与える（メタ）アクリレートモノマー（ａ）の具体例としては、ｎ－ペンチル
メタクリレート、イソアミルアクリレート、ｎ－ヘキシルメタクリレート、２－エチルヘ
キシルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルメタクリレート
、イソデシルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、メトキ
シ－トリエチレングリコールアクリレート、エトキシ－ジエチレングリコールアクリレー
ト、メトキシポリエチレングリコールメタクリレート、メトキシポリエチレングリコール
アクリレート（商品名：ＡＭ－９０Ｇ、新中村化学工業社製）、２－ヒドロキシエチルア
クリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレートなどの芳香環を持たない（メタ）アク
リレート（以下、モノマー（ａ－１）と称することがある）；　フェノキシエチルアクリ
レート、フェノキシ－ポリエチレングリコールアクリレート（商品名：ライトアクリレー
トＰ－２００Ａ、共栄化学社製）、ｏ－フェノキシベンジルアクリレート、ｍ－フェノキ
シベンジルアクリレート、ｐ－フェノキシベンジルアクリレートなどの芳香環を有する（
メタ）アクリレート（以下、モノマー（ａ－２）と称することがある）などが挙げられる
。これらのモノマーは単独で使用してもよいが、二種以上のモノマーを併用することもで
きる。
【００２１】
　なかでも、単独重合体としたときにガラス転移温度（Ｔｇ）が－１００～０℃、さらに
は－８０～－１０℃となる（メタ）アクリレートモノマーが好ましく、このようなモノマ
ーを用いると、共重合比率が小さい場合でも容易に低Ｔｇの硬化性ポリマーを得ることが
できる。また、得られる硬化性ポリマーは低Ｔｇであることから、感光性材料として使用
したときの現像性および基板との密着性が改善され、さらにパターン形状が改良される。
これに対して、単独重合体としたときのＴｇが１０℃を超えるような（メタ）アクリレー
トを使用すると、密着性が低下するので好ましくない。また、Ｔｇが過度に低くなると、
耐溶剤性が低下する懸念が生じる。　
【００２２】
　本発明において、（メタ）アクリレートモノマー（ａ）として上記モノマー（ａ－１）
、すなわち、芳香環を持たない（メタ）アクリレートを使用すると、染料の分散性に優れ
た硬化性ポリマーを得ることができ、また、上記モノマー（ａ－２）、すなわち、芳香環
を有する（メタ）アクリレートを使用すると、顔料の分散性に優れた硬化性ポリマーを得
ることができる。一般に、顔料分散法では良好な性能を示す感光性材料であっても、染料
分散法に適用すると必ずしも十分な性能を示さないとか、その逆のパターンになることが
多いとされているが、本発明においてモノマー（ａ－１）およびモノマー（ａ－２）を併
用する場合には、いずれの方法でも良好な性能を示す硬化性ポリマーを得ることができる
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。その際の（ａ－１）および（ａ－２）の使用比率は、（ａ－１）／（ａ－２）のモル比
が１／１０～５／１、好ましくは１／５～２／１、さらに好ましくは１／３～１／１であ
る。
【００２３】
　本発明においては、第二のモノマー成分として、エポキシ基またはカルボキシル基を有
する（メタ）アクリルモノマー（ｂ）が用いられる。エポキシ基を有する（メタ）アクリ
ルモノマー（以下、モノマー（ｂ－１）と称することがある）の具体例としては、グリシ
ジル（メタ）アクリレート、２－グリシジルオキシエチル（メタ）アクリレート、脂環式
エポキシを有する３,４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレートおよびそ
のラクトン付加物（例えば、ダイセル化学工業（株）製サイクロマーＡ２００、Ｍ１００
）、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３´，４´－エポキシシクロヘキサンカル
ボキシレートのモノ（メタ）アクリル酸エステル、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレ
ートのエポキシ化物、ジシクロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレートのエポキシ
化物などが挙げられる。なかでも、入手性や反応性の見地からグリシジル（メタ）アクリ
レート好ましく用いられる。
【００２４】
　また、カルボキシル基を有する（メタ）アクリルモノマー（以下、モノマー（ｂ－２）
と称することがある）の具体例としては、（メタ）アクリル酸およびその置換体、たとえ
ば、α－ブロモ（メタ）アクリル酸、β－フリル（メタ）アクリル酸などが挙げられる。
これらの中でも、（メタ）アクリル酸がもっとも賞用される。モノマー（ｂ－１）および
モノマー（ｂ－２）は、単独で用いてもよく、また、モノマー（ｂ－１）同士もしくはモ
ノマー（ｂ－２）同士の２種以上を組み合わせて用いてもよいが、モノマー（ｂ－１）と
モノマー（ｂ－２）を併用すると、共重合反応においてエポキシ基とカルボキシ基に起因
する副反応を起こす懸念があるので、両者の併用は避けることが望ましい。
【００２５】
　本発明においては、これらの必須モノマー成分に加えて、必要に応じて、その他のラジ
カル重合性モノマー（ｃ）を併用することができる。好ましいその他のモノマー（ｃ）の
具体例としては、炭素数１０～２０の橋かけ環式炭化水素基を有する重合性モノマー（以
下、ｃ－１）、ノルボルネン系モノマー（以下、ｃ－２）および炭素数が１～３の低級ア
ルキルメタクリレート（ｃ－３）が挙げられる。モノマー（ｃ－１）において、橋かけ環
式炭化水素とは、アダマンタン、ノルボルナンに代表される、下記式（１）又は（２）で
表される構造を有するものを意味し、橋かけ環式炭化水素基とは、当該構造における一部
の水素を除いた残りの部分に相当する基をいう。
【００２６】
【化１】

【００２７】
（式（１）中、Ａ1、Ｂ1は、それぞれ、直鎖または分岐アルキレン基（環式を含む。）を
示し、Ｒ4は水素原子またはメチル基を示す。Ａ1、Ｂ1は同一であっても、異なっていて
もよく、Ａ1、Ｂ1の分枝同士がつながって環状となっていてもよい。）
【００２８】
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【化２】

【００２９】
（式（２）中、Ａ2、Ｂ2、Ｌは、それぞれ、直鎖または分岐アルキレン基（環式を含む。
）を示し、Ｒ5は水素原子またはメチル基を示す。Ａ2、Ｂ2、Ｌは同一であっても、異な
っていてもよく、Ａ2、Ｂ2、Ｌの分枝どうしがつながって環状となっていてもよい。）
【００３０】
　モノマー（ｃ－１）としては、炭素数１０～２０の橋かけ環式炭化水素基を有する（メ
タ）アクリレートが好ましく、アダマンチル（メタ）アクリレート又は下記式（３）で表
される構造を有する（メタ）アクリレートがより好ましい。
【００３１】
【化３】

【００３２】
（式（３）中、Ｒ6～Ｒ8はそれぞれ水素原子またはメチル基を表す。Ｒ9、Ｒ10は水素原
子もしくはメチル基、又は互いに連結して飽和もしくは不飽和の環を形成していても良く
、当該環は好ましくは５員環もしくは６員環である。＊は（メタ）アクリレート基に連結
される結合手を表す。）
【００３３】
　上記重合性モノマー（ｃ－１）の例としては、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレー
ト、ジシクロペンタニル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ア
ダマンチル（メタ）アクリレートなどが挙げられる。これらの中でも、耐熱分解性、耐熱
変色性などの観点からジシクロペンタニルメタクリレートが更に好ましい。これらは、単
独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３４】
　また、ノルボルネン系モノマー（ｃ－２）は、下記式（４）で示されるものである。
【００３５】
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【化４】

【００３６】
　（式（４）中のＸ及びＹは、それぞれ独立して、水素原子、直鎖又は分岐していてもよ
い炭素数１～４の炭化水素基を示し、Ｒ1及びＲ2はそれぞれ独立して水素原子、置換基を
有していてもよい炭素数１～２０の炭化水素基またはアルキルオキシカルボニル基であっ
て、Ｒ1及びＲ2を結ぶ環状構造をとっていてもよい。）
【００３７】
　Ｘ及びＹが、炭素数１～４の直鎖若しくは分岐鎖の炭化水素基である場合、その具体例
としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソ
ブチル基、ｔ－ブチル基などが挙げられる。また、Ｒ1及びＲ2が置換基を有していてもよ
い炭素数１～２０の炭化水素基の場合、Ｒ1及びＲ2の例としては、メチル基、エチル基、
ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｔ－ブチル基、ｔ－ア
ミル基、ステアリル基、ラウリル基、２－エチルヘキシル基などの直鎖又は分岐鎖のアル
キル基；フェニルなどのアリール基；シクロヘキシル基、ｔ－ブチルシクロヘキシル基、
ジシクロペンタジエニル基、トリシクロデカニル基、イソボルニル基、アダマンチル基、
２－メチル－２－アダマンチル基などの脂環式基などが挙げられ、置換基の具体例として
は、メトキシ基、エトキシ基などのアルコキシ基、フェニル基などのアリール基などが挙
げられる。さらに、Ｒ1及びＲ2がアルキルオキシカルボニル基の場合、メトキシカルボニ
ル基、エトキシカルボニル基などが挙げられる。
【００３８】
　ノルボルネン系モノマー（ｃ－２）の例としては、ノルボルネン（ビシクロ［２．２．
１］ヘプト－２－エン）、５－メチルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－エ
チルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、テトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7

,10］ドデカ－３－エン、８－メチルテトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,10］ドデカ
－３－エン、８－エチルテトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,10］ドデカ－３－エン
、ジシクロペンタジエン、トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカ－８－エン、トリシク
ロ［５．２．１．０2,6］デカ－３－エン、トリシクロ［４．４．０．１2,5］ウンデカ－
３－エン、トリシクロ［６．２．１．０1,8］ウンデカ－９－エン、トリシクロ［６．２
．１．０1,8］ウンデカ－４－エン、テトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,10．０1,6

］ドデカ－３－エン、８－メチルテトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,10．０1,6］ド
デカ－３－エン、８－エチリデンテトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,12］ドデカ－
３－エン、８－エチリデンテトラシクロ［４．４．０．１2,5．１7,10．０1,6］ドデカ－
３－エン、ペンタシクロ［６．５．１．１3,6．０2,7．０9,13］ペンタデカ－４－エン、
ペンタシクロ［７．４．０．１2,5．１9,12．０8,13］ペンタデカ－３－エン、５－メト
キシカルボニルビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－エトキシカルボニルビシ
クロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、５－メチル－５－メトキシカルボニルビシクロ［
２．２．１］ヘプト－２－エン、５－メチル－５－エトキシカルボニルビシクロ［２．２
．１］ヘプト－２－エンなどが挙げられる。これらの中でも、耐熱分解性、耐熱変色性な
どの観点から、ノルボルネンおよびジシクロペンタジエンが好ましい。これらは、単独で
又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３９】
　低級アルキルメタクリレート（ｃ－３）は、炭素数１～３のアルキル基を有するアルキ
ルメタクリレートであり、その具体例としては、メチルメタクリレート、エチルメタクリ
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レート、ｎ－プロピルメタクリレート、ｉ－プロピルメタクリレートなどが挙げられる。
これらは、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。なかでも、メチルメ
タクリレートが賞用される。
【００４０】
　その他の具体例としては、スチレン、α－メチルスチレン、ｏ－ビニルトルエン、ｍ－
ビニルトルエン、ｐ－ビニルトルエン、ｏ－クロロスチレン、ｍ－クロロスチレン、ｐ－
クロロスチレン、ｏ－メトキシスチレン、ｍ－メトキシスチレン、ｐ－メトキシスチレン
、ｐ－ニトロスチレン、ｐ－シアノスチレン、ｐ－アセチルアミノスチレンなどの芳香族
ビニル化合物；
ブタジエン、イソプレン、クロロプレンなどの共役ジエン化合物； 　
【００４１】
ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イソ－ブチル
（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アク
リレート、シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート
、メチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、エチルシクロヘキシル（メタ）アクリレ
ート、ロジン（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、１
，１，１－トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、パーフルオロエチル（メタ）アク
リレート、パーフルオロ－ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、パーフルオロ－イソ－プ
ロピル（メタ）アクリレート、３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）プロピル（メタ）アクリ
レート、トリフェニルメチル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ク
ミル（メタ）アクリレート、４－フェノキシフェニル（メタ）アクリレート、ビフェニル
オキシエチル（メタ）アクリレート、ナフタレン（メタ）アクリレート、アントラセン（
メタ）アクリレート、（メタ）アクロイルオキシエチルイソシアネート（すなわち２－イ
ソシアナトエチル（メタ）アクリレート）とε－カプロラクタムとの反応生成物、（メタ
）アクロイルオキシエチルイソシアネートとプロピレングリコールモノメチルエーテルと
の反応生成物などの（メタ）アクリル酸エステル化合物；
【００４２】
（メタ）アクリル酸アミド、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミド、（メタ）アク
リル酸Ｎ，Ｎ－ジエチルアミド、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジプロピルアミド、（メタ
）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジ－イソプロピルアミド、（メタ）アクリル酸アントラセニルアミ
ドなどの（メタ）アクリル酸アミド；
（メタ）アクリル酸アニリド、（メタ）アクリロニトリル、アクロレイン、塩化ビニル、
塩化ビニリデン、フッ化ビニル、フッ化ビニリデン、Ｎ－ビニルピロリドン、ビニルピリ
ジン、酢酸ビニル、ビニルトルエンなどのビニル化合物；
シトラコン酸ジエチル、マレイン酸ジエチル、フマル酸ジエチル、イタコン酸ジエチルな
どの不飽和ジカルボン酸ジエステル化合物；
Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－ラウリルマレイミド、Ｎ
－（４－ヒドロキシフェニル）マレイミドなどのモノマレイミド化合物；
などが挙げられる。これらは、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４３】
　これらの中でも、分子中に窒素原子を含まないものが耐黄変性の観点から好ましく用い
られる。とくに、上記（ｃ－１）および／または（ｃ－２）を２～１０モル％の割合で使
用すると、耐熱分解性、耐熱変色性が改善される。また、低級アルキルメタクリレート（
ｃ－３）を１０～３５モル％の割合で使用すると、透明性が大きく改善される。さらに、
（メタ）アクロイルオキシエチルイソシアネート（すなわち２－イソシアナトエチル（メ
タ）アクリレート）とε－カプロラクタムとの反応生成物、（メタ）アクロイルオキシエ
チルイソシアネートとプロピレングリコールモノメチルエーテルとの反応生成物などのブ
ロックイソシアネート基を有するモノマーを使用すると、耐溶剤性が改善される。
【００４４】
　付加共重合体の製造に際して使用される（メタ）アクリレートモノマー（ａ）、（メタ
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）アクリルモノマー（ｂ）およびその他のラジカル重合性モノマー（ｃ）の割合は、（メ
タ）アクリレートモノマー（ａ）が５～４０モル％、好ましくは、１０～３５モル％、さ
らに好ましくは、１５～３５モル％であり、（メタ）アクリルモノマー（ｂ）が３０～８
５モル％、好ましくは、３５～８０モル％、さらに好ましくは、４０～７５モル％であり
、その他のラジカル重合性モノマー（ｃ）が０～３５モル％、好ましくは、０～３０モル
％、さらに好ましくは、２～３０モル％である。
【００４５】
　（メタ）アクリレートモノマー（ａ）が過度に少ないと、Ｔｇが低い硬化性ポリマーを
得ることが難しくなり、その結果として基板との密着性が不足しがちになるうえ、染料や
顔料との分散性も十分でなくなることがある。逆にその量が過度に多くなると感度や耐溶
剤性が低下する恐れがある。また、（メタ）アクリルモノマー（ｂ）が過度に少ないと、
ポリマーの側鎖に所望量の不飽和結合を導入することが困難になり、とくに（メタ）アク
リルモノマー（ｂ－１）を使用する場合には、所望量の酸基を導入することも困難になる
。逆に過度に多くなると、密着性、染料や顔料との分散性が十分でなくなることがある。
【００４６】
　付加共重合体の製造に際して、その他のラジカル重合性モノマー（ｃ）は必ずしも必須
ではないが、（ｃ）のモノマーを併用することにより、耐熱性、顔料分散性を適宜向上さ
せることができる。とくに、その他のラジカル重合性モノマー（ｃ）として（ｃ－１）お
よび／または（ｃ－２）を使用すると、耐熱性および耐黄変性が改善されるので、これら
のモノマーを適量使用することが好ましい。
【００４７】
　（メタ）アクリレートモノマー（ａ）、（メタ）アクリルモノマー（ｂ）および所望に
より使用されるその他のラジカル重合性モノマー（ｃ）の共重合反応は、当該技術分野に
おいて公知のラジカル重合方法に従って重合溶剤の存在下または不存在下で行うことがで
きる。例えば、これらのモノマーを所望により溶剤に溶解した後、その溶液に重合開始剤
を添加し、５０～１３０℃で１～２０時間にわたり重合反応を行えばよい。
【００４８】
　この共重合反応に用いることが可能な溶剤としては、特に限定されないが、例えば、エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエ
ーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチ
ルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ
エチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジプロピレング
リコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、ト
リプロピレングリコールモノエチルエーテル等の（ポリ）アルキレングリコールモノアル
キルエーテル化合物；
エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエー
テルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート等の（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエ
ーテルアセテート化合物；
【００４９】
ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、
ジエチレングリコールジエチルエーテル、テトラヒドロフラン等の他のエーテル化合物；
メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン等のケトン化
合物；
２－ヒドロキシプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシプロピオン酸エチル、２－ヒドロキ
シ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、
３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロ
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ピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢
酸エチル、２－ヒドロキシ－３－メチル酪酸メチル、３－メチル－３－メトキシブチルア
セテート、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチ
ル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸ｉ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｉ－ブチル、酢酸ｎ－
アミル、酢酸ｉ－アミル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸エチル、酪酸ｎ－プロピル、酪
酸ｉ－プロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸ｎ
－プロピル、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル、２－オキソ酪酸エチル等のエステル
化合物；
トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素化合物；
Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
等のカルボン酸アミド化合物；等を挙げることができる。これらの溶剤は、単独でまたは
２種以上を混合して使用することができる。
【００５０】
　これらの中でも、プロピレングリコールモノメチルエーテルなどの（ポリ）アルキレン
グリコールモノアルキルエーテル系溶剤およびプロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテートなどの（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテート系溶剤
、すなわちグリコールエーテル系溶剤が好ましい。
【００５１】
　重合溶剤の使用量は、特に限定されないが、モノマーの仕込み量の合計を１００質量部
としたとき、一般に３０～１，０００質量部、好ましくは５０～８００質量部である。特
に、溶剤の使用量を１，０００質量部以下とすることで、連鎖移動作用による共重合体の
分子量の低下を抑制し、且つ共重合体の粘度を適切な範囲に制御することができる。また
、溶剤の配合量を３０質量部以上とすることで、異常な重合反応を防止し、重合反応を安
定して行うことができると共に、共重合体の着色やゲル化を防止することもできる。
【００５２】
　また、この共重合反応に用いることが可能な重合開始剤としては、特に限定されないが
、例えば、アゾビスイソブチロニトリル、アゾビスイソバレロニトリル、過酸化ベンゾイ
ル、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエートなどが挙げられる。これらは、単
独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。重合開始剤の使用量は、モノマー
の全仕込み量を１００質量部とした場合に、一般に０．５～２０質量部、好ましくは１～
１０質量部である。
【００５３】
＜硬化性ポリマーの製造＞
　本発明においては、かくして製造される付加共重合体の分子中に含まれるエポキシ基ま
たはカルボキシ基を利用する下記（Ｉ）または（ＩＩ）の変性反応を行うことによって、
側鎖に酸基、ヒドロキシ基および重合性不飽和結合を有し、ガラス転移温度が２０℃以下
であり、且つ、ポリスチレン換算の重量平均分子量が１，０００～５０，０００である硬
化性ポリマーを得ることができる。
（Ｉ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるエポキシ基と、重合性不飽和一塩基酸（ｄ）により開
裂し、その開裂により生成したヒドロキシ基に多塩基酸またはその無水物（ｅ）を反応さ
せる方法。
（ＩＩ）の変性方法：
　付加共重合体の分子中に含まれるカルボキシ基と、該カルボキシ基と反応性の官能基を
有する（メタ）アクリレートモノマー（ｆ）を反応させる方法。
【００５４】
＜（Ｉ）の変性方法＞
　この変性反応に用いられる重合性不飽和一塩基酸（ｄ）は、重合性の不飽和結合と酸基
を有するものであればよく、例えば、不飽和カルボン酸、不飽和スルホン酸、不飽和ホス
ホン酸などが例示される。好ましい不飽和一塩基酸の具体例として、（メタ）アクリル酸
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、α－ブロモ（メタ）アクリル酸、β－フリル（メタ）アクリル酸、クロトン酸、プロピ
オール酸、ケイ皮酸、α－シアノケイ皮酸、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチ
ル、マレイン酸モノイソプロピル、フマル酸モノメチル、イタコン酸モノエチルなどの不
飽和カルボン酸；　２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、ｔｅｒｔ－ブ
チルアクリルアミドスルホン酸、ｐ－スチレンスルホン酸などの不飽和スルホン酸；　ビ
ニルホスホン酸などの不飽和ホスホン酸；　などが挙げられる。これらの不飽和一塩基酸
は単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。これらの中でも、反応性
、入手の容易さから不飽和カルボン酸が好ましく、なかでも（メタ）アクリル酸がもっと
も賞用される。
【００５５】
　変性反応に用いられる重合性不飽和一塩基酸（ｄ）の使用量は、目的とする硬化性ポリ
マーの不飽和基当量の値に応じて適宜選択することができる。通常は、付加共重合体中に
含まれるエポキシ基１モル当たり０．９０～１モルであり、好ましくは０．９５～１モル
である。重合性不飽和一塩基酸（ｅ）の使用量が過度に少ないと、その後の反応で副反応
を生じる恐れがある。
【００５６】
　この変性反応は、常法に従って実施することができる。例えば、反応溶媒中に両成分を
加え、さらに触媒を添加し、例えば、５０～１５０℃、好ましくは８０～１３０℃で反応
を行えばよい。なお、この変性反応では、共重合反応に用いた溶剤が含まれていても特に
問題はないため、共重合反応が終了した後に溶剤を除去することなく変性反応を行うこと
ができる。
【００５７】
　また、この変性反応を行うに当たっては、必要に応じて、ゲル化防止のために重合禁止
剤が添加される。重合禁止剤としては、特に限定されないが、例えば、ハイドロキノン、
メチルハイドロキノン、ハイドロキノンモノメチルエーテルなどが挙げられる。また、触
媒としては、特に限定されないが、例えば、トリエチルアミンのような第３級アミン、ト
リエチルベンジルアンモニウムクロライドのような第４級アンモニウム塩、トリフェニル
ホスフィンのようなリン化合物、クロムのキレート化合物などが挙げられる。
【００５８】
　上記のごとき第一の変性反応により、付加共重合体のエポキシ基が開裂して、重合体の
側鎖に重合性不飽和一塩基酸（ｄ）に由来する不飽和結合が導入されると同時に、エポキ
シ基に由来するヒドロキシ基が生成する。本発明においては、このヒドロキシ基と多塩基
酸またはその無水物（ｅ）を反応させる第二の変性反応により、重合体に酸基が導入され
る。
【００５９】
　使用される多塩基酸またはその無水物（ｅ）は、飽和または不飽和の多塩基酸やその無
水物のいずれでもよく、具体例として、マロン酸、コハク酸、無水コハク酸、グルタル酸
、アジピン酸、テトラヒドロフタル酸、無水テトラヒドロフタル酸、メチルテトラヒドロ
フタル酸、無水メチルテトラヒドロフタル酸、ヘキサヒドロフタル酸、無水ヘキサヒドロ
フタル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水イタコン酸、シト
ラコン酸、無水シトラコン酸、５－ルボルネン－２，３－ジカルボン酸、５－ルボルネン
－２，３－ジカルボン酸無水物、メチル－５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸無水
物、無水フタル酸などの二塩基酸またはその無水物、トリメリット酸、トリメリット酸無
水物などの三塩基酸またはその無水物、ピロメリット酸、ピロメリット酸無水物などの四
塩基酸またはその無水物などが例示される。これらのなかでも、ジカルボン酸無水物が好
ましく用いられる。
【００６０】
　第二の変性反応に用いられるヒドロキシ基と多塩基酸またはその無水物（ｅ）の使用量
は、目的とする硬化性ポリマーの酸価の値に応じて適宜選択することができる。通常は、
第一の変性反応で生成したヒドロキシ基１モル当たり０．０１～０．９モルであり、好ま
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しくは０．０２～０．８５モルである。ヒドロキシ基と多塩基酸またはその無水物（ｅ）
の使用量が過度に少ないと現像性が足りなくなる恐れがあり、逆に多すぎると現像残渣の
発生や感度が低下する恐れがある。
【００６１】
　第二の変性反応も常法に従って実施することができる。例えば、第一の変性反応を行っ
た後、反応系に多塩基酸またはその無水物（ｅ）を加えて、例えば、５０～１５０℃、好
ましくは８０～１３０℃で反応を行えばよい。反応時間は適宜選択すればよいが、通常は
、０．０５～１０時間、好ましくは、０．１～７時間である。
【００６２】
＜（ＩＩ）の変性方法＞
　（ＩＩ）の変性反応に用いられるカルボキシ基と反応性の官能基を有する（メタ）アク
リレート化合物（ｆ）の具体例としては、エポキシ基、ヒドロキシ基、アミノ基、ビニル
エーテル基などの官能基を有する（メタ）アクリレート化合物であり、その具体例として
、グリシジル（メタ）アクリレート、脂環式エポキシを有する３,４－エポキシシクロヘ
キシルメチル（メタ）アクリレートおよびそのラクトン付加物（例えば、ダイセル化学工
業（株）製サイクロマーＡ２００、Ｍ１００）、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル
－３´，４´－エポキシシクロヘキサンカルボキシレートのモノ（メタ）アクリル酸エス
テル、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレートのエポキシ化物、ジシクロペンテニルオ
キシエチル（メタ）アクリレートのエポキシ化物などのエポキシ基を有するラジカル重合
性化合物；　２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、６－ヒドロキシヘキシ
ル（メタ）アクリレート、２－フェノキシ－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
ト、２－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピルフタレート、アリルアル
コールなどのヒドロキシ基を有するラジカル重合性化合物；　４―アミノスチレンなどの
アミノ基を有するラジカル重合性化合物；　２－ビニロキシエトキシエチル（メタ）（メ
タ）アクリレートなどのビニルエーテル基を有するラジカル重合性化合物などが挙げられ
る。なかでも、エポキシ基を有するラジカル重合性化合物、とくにグリシジル（メタ）ア
クリレートが好ましく用いられる。
【００６３】
　付加共重合体と（メタ）アクリレート化合物（ｆ）との反応は、常法に従って実施する
ことができる。例えば、反応溶媒中に両成分を加え、さらに重合禁止剤及び触媒を添加し
、例えば、５０～１５０℃、好ましくは８０～１３０℃で反応を行えばよい。また、（Ｉ
）の変性方法の場合と同様に、付加共重合反応が終了した後に溶剤を除去することなく変
性反応を行うことができ、必要に応じて、ゲル化防止のために重合禁止剤を添加してもよ
い。
【００６４】
　変性反応に用いられる（メタ）アクリレート化合物（ｆ）の使用量は、目的とする硬化
性ポリマーの不飽和基当量および酸価の値に応じて適宜選択することができる。通常は、
付加共重合体中に含まれるカルボキシ基１モル当たり０．０５～０．８モルであり、好ま
しくは０．１～０．７モルである。（メタ）アクリレート化合物（ｆ）の使用量が過度に
少ないと、不飽和基当量が大きくなりすぎて感度や耐溶剤性の性能が低下し易くなる。
【００６５】
＜硬化性ポリマー＞
　本発明においては、付加共重合体に上記（Ｉ）または（ＩＩ）の変性方法を施すことに
よって、ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃以下、好ましくは－５０～１０℃、さらに好ま
しくは－３０～０℃であり、且つ、ポリスチレン換算の重量平均分子量が１，０００～５
０，０００、好ましくは３，０００～４０，０００の硬化性ポリマーを得ることができる
。Ｔｇが２０℃を超えると、基板との密着性が十分でなくなり、逆にＴｇが過度に低くな
ると形成される塗膜が柔らかくなり過ぎたり、硬化したときの物性が不足しがちになる。
また、重量平均分子量が１，０００未満であると、感光性重合体組成物として用いる際の
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アルカリ現像後に着色パターンの欠けが発生し易くなり、逆に分子量が５０，０００を越
えると、現像時間が長くなり過ぎてしまい、実用性に欠けることがある。
【００６６】
　本発明において、硬化性ポリマーの酸価（ＪＩＳ　Ｋ６９０１　５．３）は、適宜選択
できるが、感光性重合体として使用する場合には、通常、１０～３００ＫＯＨｍｇ／ｇ、
好ましくは２０～２００ＫＯＨｍｇ／ｇの範囲である。この酸価が１０ＫＯＨｍｇ／ｇ未
満であると、感光性重合体としてのアルカリ現像性が低下してしまうことがある。一方、
この酸価が３００ＫＯＨｍｇ／ｇを超えると、アルカリ現像液に対して露光部分（光硬化
部分）が溶解し易くなり、パターン形状が不十分になることがある。　
【００６７】
　また、硬化性ポリマーの水酸基価（ＪＩＳ　Ｋ００７０）は、通常、７０～３００ＫＯ
Ｈｍｇ／ｇ、好ましくは８５～２５０ＫＯＨｍｇ／ｇの範囲である。この水酸基価が７０
ＫＯＨｍｇ／ｇ未満であると、密着性や現像性が低下してしまうことがある。一方、この
水酸基価が３００ＫＯＨｍｇ／ｇを超えると、耐溶剤性が不十分になることがある。　
【００６８】
　さらに、硬化性ポリマーの不飽和基当量は、とくに制限されないが、通常、１００～４
，０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは２００～２，０００ｇ／ｍｏｌ、さらに好ましくは　３
００～５００ｇ／ｍｏｌの範囲である。この不飽和基当量が１００ｇ／ｍｏｌ以上である
と、塗膜物性およびアルカリ現像性を高めるうえで効果的であり、逆に、不飽和基当量が
４，０００ｇ／ｍｏｌ以下であると感度をより高めるうえで効果的である。なお、不飽和
結合当量とは、重合体の不飽和結合１ｍｏｌ当たりの重合体の質量であり、重合体の質量
を重合体の不飽和結合量で除することにより求めることが可能である（ｇ／ｍｏｌ）。本
発明において不飽和結合当量は、不飽和結合を導入するために用いられる原料の仕込み量
から計算した理論値である。
【００６９】
＜重合体組成物＞
　本発明においては、かかる硬化性ポリマー（Ａ成分、以下Ａと称することがある）に加
えて、溶剤（Ｂ成分、以下Ｂと称することがある）および／または反応性希釈剤（Ｃ成分
、以下Ｃと称することがある）を含む重合体組成物が提供される。溶剤（Ｂ）は、硬化性
ポリマー（Ａ）と反応しない不活性な溶剤であれば特に限定されず、硬化性ポリマー（Ａ
）を製造する際（共重合反応）に用いた溶剤と同じ範疇のものを用いることができる。そ
の具体例は、前述のとおりであり、好ましくは、プロピレングリコールモノメチルエーテ
ルなどの（ポリ）アルキレングリコールモノアルキルエーテル系溶剤およびプロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテートなどの（ポリ）アルキレングリコールモノアルキ
ルエーテルアセテート系溶剤、すなわち、グリコールエーテル系溶剤が用いられる。
【００７０】
　本発明の重合体組成物は、重合系から単離した硬化性ポリマー（Ａ）に所望の溶剤（Ｂ
）を適宜混合して調製することもできるが、必ずしも硬化性ポリマー（Ａ）を重合系から
単離する必要はなく、共重合反応終了時に含まれている溶剤をそのまま用いることができ
、その際に必要に応じて所望の溶剤を更に追加することもできる。また、重合体組成物を
調製する際に用いられるその他の成分に含まれている溶剤を、溶剤（Ｂ）の成分として用
いることもできる。
【００７１】
　反応性希釈剤（Ｃ）は、分子内に重合性官能基として少なくとも一つの重合可能なエチ
レン性不飽和基を有する化合物であり、なかでも重合性官能基を複数有することが好まし
い。このような反応性希釈剤は、必ずしも重合性組成物の必須成分ではないが、これを硬
化性ポリマー（Ａ）と併用することにより、形成される塗膜の膜強度や、基材に対する密
着性を向上させることができる。また、所望により、溶剤（Ｂ）を含まずに硬化性ポリマ
ー（Ａ）と反応性希釈剤（Ｃ）を含む組成物とすることもできる。
【００７２】
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　反応性希釈剤として用いられる単官能モノマーとしては、（メタ）アクリルアミド、メ
チロール（メタ）アクリルアミド、メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、エトキシメ
チル（メタ）アクリルアミド、プロポキシメチル（メタ）アクリルアミド、ブトキシメト
キシメチル（メタ）アクリルアミド、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アク
リレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレート、２
－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレー
ト、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、２－フェノキシ－２－ヒドロキシプロ
ピル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル
フタレート、グリセリンモノ（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）ア
クリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、２，２，２－トリフルオロエチル（メタ
）アクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル（メタ）アクリレート、フタ
ル酸誘導体のハーフ（メタ）アクリレートなどの（メタ）アクリレート化合物；　スチレ
ン、α－メチルスチレン、α－クロロメチルスチレン、ビニルトルエンなどの芳香族ビニ
ル化合物；　酢酸ビニル、プロピオン酸ビニルなどのカルボン酸エステルなどが挙げられ
る。また、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００７３】
　一方、多官能モノマーとしては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコー
ルジ（メタ）アクリレート、１，６－へキサングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、ペ
ンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリ
レート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトール
ヘキサ（メタ）アクリレート、２，２－ビス（４－（メタ）アクリロキシジエトキシフェ
ニル）プロパン、２，２－ビス（４－（メタ）アクリロキシポリエトキシフェニル）プロ
パン、２－ヒドロキシ－３－（メタ）アクリロイルオキシプロピル（メタ）アクリレート
、エチレングリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコ
ールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、フタル酸ジグリシジルエステルジ（
メタ）アクリレート、グリセリントリアクリレート、グリセリンポリグリシジルエーテル
ポリ（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート（すなわち、トリレンジイソ
シアネート）、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネートとヘキサメチレンジイソシア
ネート等と２－ビドロキシエチル（メタ）アクリレートとの反応物、トリス（ヒドロキシ
エチル）イソシアヌレートのトリ（メタ）アクリレートなどの（メタ）アクリレート化合
物；　ジビニルベンゼン、ジアリルフタレート、ジアリルベンゼンホスホネートなどの芳
香族ビニル化合物；　アジピン酸ジビニルなどのジカルボン酸エステル化合物；　トリア
リルシアヌレート、メチレンビス（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリルアミドメチ
レンエーテル、多価アルコールとＮ－メチロール（メタ）アクリルアミドとの縮合物など
が挙げられる。また、これらは単独又は２種以上組み合わせて用いることができる。
【００７４】
　重合体組成物における硬化性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）および反応性希釈剤（Ｃ）の
配合量は、使用目的に応じて適宜選択すればよいが、通常は、（Ａ）成分と（Ｃ）成分の
合計を１００質量部とすると、硬化性ポリマー（Ａ）は、１０～１００質量部、溶剤（Ｂ
）が０～１，０００質量部、反応性希釈剤（Ｃ）が０～９０質量部であり、好ましくは、
硬化性ポリマー（Ａ）は、２０～８０質量部、溶剤（Ｂ）が５０～８００質量部、反応性
希釈剤（Ｃ）が２０～８０質量部であり、より好ましくは、硬化性ポリマー（Ａ）は、３
０～７５質量部、溶剤（Ｂ）が１００～７００質量部、反応性希釈剤（Ｃ）が２５～７０
質量部である。この範囲の配合量であれば、適切な粘度を有する重合体組成物となり、後
述する感光性重合体組成物を調製するために用いることができるほか、各種コーティング
、接着剤、印刷インキ用バインダーなどとして使用することも可能である。
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【００７５】
＜感光性重合体組成物＞
　また、本発明においては、硬化性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）、反応性希釈剤（Ｃ）、
光重合開始剤（Ｄ成分、以下Ｄと称することがある）および任意に着色剤（Ｅ成分、以下
Ｅと称することがある）を含む感光性重合体組成物が提供される。光重合開始剤（Ｄ）と
しては、特に限定されないが、例えば、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾ
インエチルエーテル、ベンゾインブチルエーテルなどのベンゾイン化合物；　アセトフェ
ノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、１，１－ジクロロアセトフェ
ノン、４－（１－ｔ－ブチルジオキシ－１－メチルエチル）アセトフェノン、２－メチル
－１－[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルホリノ－プロパン－１－オン、２－ベン
ジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン－１などのアセト
フェノン化合物；　２－メチルアントラキノン、２－アミルアントラキノン、２－ｔ－ブ
チルアントラキノン、１－クロロアントラキノンなどのアントラキノン化合物；　キサン
トン、チオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオ
キサントン、２－クロロチオキサントンなどのキサントン化合物；　アセトフェノンジメ
チルケタール、ベンジルジメチルケタールなどのケタール化合物；　ベンゾフェノン、４
－（１－ｔ－ブチルジオキシ－１－メチルエチル）ベンゾフェノン、３，３’，４，４’
－テトラキス（ｔ－ブチルジオキシカルボニル）ベンゾフェノンなどのベンゾフェノン化
合物；　アシルホスフィンオキサイド化合物；などが挙げられる。これらは、単独で又は
２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００７６】
　感光性重合体組成物における光重合開始剤（Ｄ）の配合量は、（Ａ）成分と（Ｃ）成分
の合計１００質量部に対して、一般に０．１～３０質量部、好ましくは０．５～２０質量
部、より好ましくは１～１５質量部である。この範囲の配合量であれば、適切な光硬化性
を有する感光性重合体組成物となる。
【００７７】
　着色剤（Ｅ）は、溶剤（Ｂ）に溶解又は分散するものであれば特に限定されず、例えば
、染料や顔料などが挙げられる。染料としては、溶剤（Ｂ）やアルカリ現像液に対する溶
解性、感光性重合体組成物中の他の成分との相互作用、耐熱性などの観点から、カルボン
酸やスルホン酸などの酸性基を有する酸性染料、酸性染料の窒素化合物との塩、酸性染料
のスルホンアミド体などを用いることが好ましい。
【００７８】
　このような染料の例としては、ａｃｉｄ ａｌｉｚａｒｉｎ ｖｉｏｌｅｔ Ｎ；ａｃｉ
ｄ ｂｌａｃｋ１、２、２４、４８；ａｃｉｄ ｂｌｕｅ１、７、９、２５、２９、４０、
４５、６２、７０、７４、８０、８３、９０、９２、１１２、１１３、１２０、１２９、
１４７；ａｃｉｄ ｃｈｒｏｍｅ ｖｉｏｌｅｔ Ｋ；ａｃｉｄ Ｆｕｃｈｓｉｎ；ａｃｉｄ
 ｇｒｅｅｎ１、３、５、２５、２７、５０；ａｃｉｄ ｏｒａｎｇｅ６、７、８、１０、
１２、５０、５１、５２、５６、６３、７４、９５；ａｃｉｄ ｒｅｄ１、４、８、１４
、１７、１８、２６、２７、２９、３１、３４、３５、３７、４２、４４、５０、５１、
５２、５７、６９、７３、８０、８７、８８、９１、９２、９４、９７、１０３、１１１
、１１４、１２９、１３３、１３４、１３８、１４３、１４５、１５０、１５１、１５８
、１７６、１８３、１９８、２１１、２１５、２１６、２１７、２４９、２５２、２５７
、２６０、２６６、２７４；ａｃｉｄ ｖｉｏｌｅｔ ６Ｂ、７、９、１７、１９；ａｃｉ
ｄ ｙｅｌｌｏｗ１、３、９、１１、１７、２３、２５、２９、３４、３６、４２、５４
、７２、７３、７６、７９、９８、９９、１１１、１１２、１１４、１１６; ｆｏｏｄ 
ｙｅｌｌｏｗ３及びこれらの誘導体などが挙げられる。これらの中でも、アゾ系、キサン
テン系、アンスラキノン系もしくはフタロシアニン系の酸性染料が好ましい。これらは、
目的とする画素の色に応じて、単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００７９】
　顔料の例としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、１２、１３、１４、１５、１
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６、１７、２０、２４、３１、５３、８３、８６、９３、９４、１０９、１１０、１１７
、１２５、１２８、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５３、１５４
、１６６、１７３、１９４、２１４などの黄色顔料；　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３
、３１、３６、３８、４０、４２、４３、５１、５５、５９、６１、６４、６５、７１、
７３などの橙色顔料；　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド９、９７、１０５、１２２、１２３、
１４４、１４９、１６６、１６８、１７６、１７７、１８０、１９２、２０９、２１５、
２１６、２２４、２４２、２５４、２５５、２６４、２６５などの赤色顔料；　Ｃ．Ｉ．
ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、１５：６、６０などの青色顔料；　Ｃ．Ｉ
．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２９、３２、３６、３８などのバイオレット
色顔料；　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、５８などの緑色顔料；　Ｃ．Ｉ．ピグ
メントブラウン２３、２５などの茶色顔料；　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、７、カー
ボンブラック、チタンブラック、酸化鉄などの黒色顔料などが挙げられる。
【００８０】
　これらは、目的とするカラーフィルターの色に応じて、単独で又は２種以上を組み合わ
せて用いることができる。なお、目的とするカラーフィルターの色に応じて、上記の染料
及び顔料を組み合わせて用いることもできる。着色剤（Ｅ）の配合量は、（Ａ）成分と（
Ｃ）成分の合計１００質量部に対して、一般に５～８０質量部、好ましくは５～７０質量
部、より好ましくは１０～６０質量部である。
【００８１】
　着色剤（Ｅ）として顔料を用いる場合、顔料の分散性を向上させる観点から、公知の分
散剤を感光性重合体組成物に配合してもよい。分散剤としては、経時の分散安定性に優れ
る高分子分散剤を用いることが好ましい。高分子分散剤の例としては、ウレタン系分散剤
、ポリエチレンイミン系分散剤、ポリオキシエチレンアルキルエーテル系分散剤、ポリオ
キシエチレングリコールジエステル系分散剤、ソルビタン脂肪族エステル系分散剤、脂肪
族変性エステル系分散剤などが挙げられる。このような高分子分散剤として、ＥＦＫＡ（
エフカーケミカルズビーブイ（ＥＦＫＡ）社製）、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ（ビックケミー社
製）、ディスパロン（楠本化成株式会社製）、ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（ゼネカ社製）などの
商品名で市販されているものを用いてもよい。分散剤の配合量は、使用する顔料などの種
類に応じて適宜設定すればよい。
【００８２】
　感光性重合体組成物が着色剤（Ｅ）を含む場合、硬化性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）、
反応性希釈剤（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ）、着色剤（Ｅ）の配合量は、一般に、感光性重
合体組成物中の（Ａ）成分と（Ｃ）成分の合計量を１００質量部とすると、硬化性ポリマ
ー（Ａ）が１０～９０質量部、溶剤（Ｂ）が３０～１，０００質量部、反応性希釈剤（Ｃ
）が１０～９０質量部、光重合開始剤（Ｄ）が０．１～３０質量部、着色剤（Ｅ）が５～
８０質量部であり、好ましくは、硬化性ポリマー（Ａ）が２０～８０　質量部、溶剤（Ｂ
）が５０～８００質量部、反応性希釈剤（Ｃ）が２０～８０質量部、光重合開始剤（Ｄ）
が０．５～２０質量部、着色剤（Ｅ）が５～７０質量部であり、更に好ましくは、硬化性
ポリマー（Ａ）が３０～７５質量部、溶剤（Ｂ）が１００～７００質量部、反応性希釈剤
（Ｃ）が２５～７０質量部、光重合開始剤（Ｄ）が１～１５質量部、着色剤（Ｅ）が１０
～６０質量部である。また、感光性重合体組成物が着色剤（Ｅ）を含まない場合でも、硬
化性ポリマー（Ａ）、溶剤（Ｂ）、反応性希釈剤（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ）の配合量は
、上記の数値範囲が適用可能である。
【００８３】
　本発明の重合体組成物および感光性重合体組成物は、上記の成分に加えて、所定の特性
を付与するために、公知のカップリング剤、レベリング剤、熱重合禁止剤などの公知の添
加剤を配合してもよい。これらの添加剤の配合量は、本発明の効果を阻害しない範囲であ
れば特に限定されない。
【００８４】
　本発明の感光性重合体組成物は、公知の混合装置を用い、上記の成分を混合することに
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よって製造することができる。また、所望により、先に硬化性ポリマー（Ａ）および溶剤
（Ｂ）を含む重合体組成物を調製した後、反応性希釈剤（Ｃ）、光重合開始剤（Ｄ）、お
よび任意成分である着色剤（Ｅ）を混合して製造することも可能である。
【００８５】
　本発明の感光性重合体組成物は、各種レジスト、特に、有機ＥＬディスプレイ、液晶表
示装置、ＣＣＤやＣＭＯＳなどの固体撮像素子などに組み込まれるカラーフィルターを製
造するために用いられるレジストとして好適である。また、本発明の感光性重合体組成物
は、耐熱性、耐溶剤性、染料や顔料の分散性などに優れた硬化膜を与えるので、各種コー
ティング、接着剤、印刷インキ用バインダーなどに用いることもできる。
【００８６】
＜カラーフィルター＞
　次に、本発明の感光性重合体組成物を用いて調製したカラーフィルターについて説明す
る。本発明のカラーフィルターは、上記の感光性重合体組成物を用いて形成される着色パ
ターンを有する。カラーフィルターは、通常、基板と、その上に形成されるＲＧＢの画素
、それぞれの画素の境界に形成されるブラックマトリックスおよび画素とブラックマトリ
ックスの上に形成される保護膜とから構成される。この構成において、画素及びブラック
マトリックス（着色パターン）が上記の感光性重合体組成物を用いて形成されることを除
けば、その他の構成は公知のものを採用することができる。
【００８７】
　次に、カラーフィルターの製造方法の一実施形態について説明する。まず、基材上に着
色パターンを形成する。具体的には、基材上に、ブラックマトリックス及びＲＧＢの画素
を順次形成する。基材の材質は、特に限定されるものではなく、ガラス基板、シリコン基
板、ポリカーボネート基板、ポリエステル基板、ポリアミド基板、ポリアミドイミド基板
、ポリイミド基板、アルミニウム基板、プリント配線基板、アレイ基板などを適宜用いる
ことができる。
【００８８】
　着色パターンは、フォトリソグラフィ法により形成することができる。具体的には、上
記の感光性重合体組成物を基板上に塗布して塗布膜を形成した後、所定のパターンのフォ
トマスクを介して塗布膜を露光して露光部分を光硬化させる。そして、未露光部分をアル
カリ水溶液で現像した後、ベーキングすることにより、所定のパターンを形成することが
できる。
【００８９】
　感光性重合体組成物の塗布方法としては、特に限定されないが、スクリーン印刷法、ロ
ールコート法、カーテンコート法、スプレーコート法、スピンコート法などを用いること
ができる。また、感光性重合体組成物の塗布後、必要に応じて、循環式オーブン、赤外線
ヒーター、ホットプレートなどの加熱手段を用いて加熱することにより溶剤（Ｂ）を揮発
させてもよい。加熱条件は、特に限定されず、使用する感光性重合体組成物の種類に応じ
て適宜設定すればよい。一般には、５０℃～１２０℃の温度で３０秒～３０分加熱すれば
よい。
【００９０】
　次いで、形成された塗膜にネガ型のマスクを介して紫外線、エキシマレーザー光等の活
性エネルギー線を照射して部分的に露光する。照射するエネルギー線量は、感光性重合体
組成物の組成に応じて適宜選択すればよく、例えば、３０～２０００ｍＪ／ｃｍ２である
ことが好ましい。露光に用いられる光源としては、特に限定されないが、低圧水銀ランプ
、中圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ、キセノンランプ、メタルハライドランプなどを用い
ることができる。
【００９１】
　現像に用いられるアルカリ水溶液としては、特に限定されないが、炭酸ナトリウム、炭
酸カリウム、炭酸カルシウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどの水溶液；エチル
アミン、ジエチルアミン、ジメチルエタノールアミンなどのアミン系化合物の水溶液；テ
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トラメチルアンモニウム、３－メチル－４－アミノ－Ｎ，Ｎ－ジエチルアニリン、３－メ
チル－４－アミノ－Ｎ－エチル－Ｎ－β－ヒドロキシエチルアニリン、３－メチル－４－
アミノ－Ｎ－エチル－Ｎ－β－メタンスルホンアミドエチルアニリン、３－メチル－４－
アミノ－Ｎ－エチル－Ｎ－β－メトキシエチルアニリン及びこれらの硫酸塩、塩酸塩又は
ｐ－トルエンスルホン酸塩などのｐ－フェニレンジアミン系化合物の水溶液などを用いる
ことができる。なお、これらの水溶液には、必要に応じて消泡剤や界面活性剤を添加して
もよい。また、上記のアルカリ水溶液による現像の後、水洗して乾燥させることが好まし
い。
【００９２】
　アルカリ現像により形成されたパターンをベーキングすることにより、感光性重合体の
硬化を完全なものとすることができる。ベーキングの条件は特に限定されず、使用する感
光性重合体組成物の種類に応じて加熱処理を行えばよい。例えば、１３０℃～２５０℃の
温度で１０分～４時間、好ましくは２０分～２時間の加熱が行われる。
【００９３】
　上記のような塗布、露光、現像及びベーキングの工程を、ブラックマトリックス用の感
光性重合体組成物、及び赤色、緑色、青色の画素用感光性重合体組成物を用いて順次繰り
返すことにより、所望の着色パターンを形成することができる。なお、上記では、光硬化
による着色パターンの形成方法を説明したが、光重合開始剤（Ｄ）の代わりに、硬化促進
剤及び公知のエポキシ樹脂を配合した感光性重合体組成物を用いれば、インクジェット法
により塗布した後、加熱することにより、所望の着色パターンを形成することもできる。
次に、着色パターン（ＲＧＢの各画素及びブラックマトリックス）上に保護膜を形成する
。保護膜としては、特に限定されず、公知のものを用いて形成すればよい。
【００９４】
　このようにして製造されるカラーフィルターは、感度、現像性、耐溶剤性、染料または
顔料の分散性に優れた着色パターンを与える感光性重合体組成物を用いて製造しているた
め、高輝度な着色パターンを有する。
【００９５】
＜画像表示用素子＞
　本発明の画像表示素子は、上記のカラーフィルターを有する表示素子であり、その具体
例として、液晶表示素子、有機ＥＬ表示素子、ＣＣＤ素子やＣＭＯＳ素子などの固体撮像
素子などが挙げられる。かかる画像表示素子を製造するにあたっては、上記のカラーフィ
ルターを使用すること以外、常法に従って行えばよい。例えば、液晶表示素子を製造する
場合には、基板上に、上記カラーフィルターを形成し、次いで、電極、スペーサー等を順
次形成する。そして、もう一枚の基板上に電極等を形成し、両者を張り合わせて所定量の
液晶を注入、封止すればよい。
【実施例】
【００９６】
　以下、実施例を参照して本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例により限
定されない。なお、この実施例において、部及びパーセントとあるのは特に断らない限り
、全て質量基準である。また、ガラス転移温度、酸価、不飽和基当量、水酸基価および重
量平均分子量の測定法は、以下のとおりである。
（１）ガラス転移温度（Ｔｇ）：　硬化性ポリマー溶液をガラス基板に塗布し、５０℃、
減圧下にて２４時間乾燥後、アセトンに再溶解させ、再度５０℃、減圧下にて２４時間乾
燥することにより揮発成分を除去して得られた固形分についてＤＳＣ（示差走査熱量計法
、測定機器：セイコーＤＳＣ６２００）を用いて、窒素気流下、昇温速度１０℃／ｍｉｎ
でＪＩＳ－Ｋ７１２１に準拠し測定した（中間点ガラス転移点）。
（２）酸価：　ＪＩＳ　Ｋ６９０１　５．３に従って測定された硬化性ポリマーの酸価で
あって、該硬化性ポリマー１ｇ中に含まれる酸性成分を中和するのに要する水酸化カリウ
ムのｍｇ数を意味する。
（３）不飽和基当量：　重合性不飽和結合のモル数当たりの重合体の質量であり、モノマ
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ーの使用量に基づいて算出した計算値である。
（４）水酸基価：　ＪＩＳ　Ｋ００７０に従って測定された硬化性ポリマーの水酸基価で
あって、該硬化性ポリマー１ｇをアセチル化させたとき、水酸基と結合した酢酸を中和す
るのに必要とする水酸化カリウムのｍｇ数を意味する。
（５）重量平均分子量（Ｍｗ）：　ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）
を用いて、下記条件にて測定した標準ポリスチレン換算重量平均分子量を意味する。
　カラム：ショウデックス（登録商標）　ＬＦ－８０４＋ＬＦ－８０４（昭和電工株式会
社製）
　カラム温度：４０℃
　試料：共重合体の０．２％テトラヒドロフラン溶液
　展開溶媒：テトラヒドロフラン
　検出器：示差屈折計（ショウデックス　ＲＩ－７１Ｓ）（昭和電工株式会社製）
　流速：　１ｍＬ／ｍｉｎ
【００９７】
実施例１　　　
　攪拌装置、滴下ロート、コンデンサー、温度計及びガス導入管を備えたフラスコに、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２６２．０ｇを加え、窒素置換しなが
ら攪拌し、１２０℃に昇温した。
　次いで、単独重合体としたときのガラス転移温度が－７０℃である２－エチルヘキシル
アクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）、グリシジルメタクリレート９９．４ｇ（０．
７モル）およびジシクロペンタニルメタアクリレート６．６ｇ（０．０３モル）からなる
モノマー混合物に、１９．０ｇのｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（重
合開始剤、日油社製、パーブチルＯ）を添加したものを、滴下ロートから２時間にわたっ
て前記フラスコ中に滴下した。滴下終了後、１２０℃でさらに２時間攪拌して共重合反応
を行い、付加共重合体（硬化性ポリマーの前駆体）を生成させた。その後、フラスコ内を
空気に置換して、アクリル酸５０．４ｇ（０．７モル）、トリフェニルホスフィン（触媒
）０．６ｇおよびメチルハイドロキノン０．２ｇを上記の付加共重合体溶液中に投入し、
１１０℃で１０時間にわたり反応を続け、グリシジルメタクリレート由来のエポキシ基と
メタクリル酸の反応によりエポキシ基を開裂すると同時にポリマーの側鎖に重合性不飽和
結合を導入した。次いで、反応系にテトラヒドロフタル酸無水物２１．３ｇ（０．１４モ
ル）を加えて１１０℃で３時間にわたり反応を続けて、エポキシ基の開裂により生じたヒ
ドロキシ基とテトラヒドロフタル酸無水物の無水物基を反応させて側鎖にカルボキシ基を
導入した。このようにして得られた重合性ポリマー（Ａ）のＴｇは－１０℃であり、酸価
は３２ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は３５０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量
は６，４００であった。また、水酸基価は１２７ＫＯＨｍｇ／ｇであった。
　次に、反応溶液に、１０７．５ｇのプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、
硬化性ポリマー（Ａ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料１とする
。
【００９８】
実施例２　
　２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）に代えて、単独重合体と
したときのガラス転移温度が－７１℃であるメトキシポリエチレングリコールアクリレー
ト（新中村化学工業製ＡＭ－９０Ｇ）１３０．１ｇ（０．２７モル）を用いること、およ
びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート１９．０ｇを２８．８ｇに変量する
こと以外は実施例１と同様にして、硬化性ポリマー（Ｂ）を得た。このポリマーのＴｇは
－９℃であり、酸価は２３ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は４８０ｇ／ｍｏｌであ
り、重量平均分子量は８，７００であった。また、水酸基価は９３ＫＯＨｍｇ／ｇであっ
た。次に、反応溶液に、プロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマ
ー（Ｂ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料２とする。
【００９９】
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実施例３　
　２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）に代えて、単独重合体と
したときのガラス転移温度が－３５℃であるｍ－フェノキシベンジルメタクリレート９４
．０ｇ（０．３７モル）を使用すること、グリシジルメタクリレート９９．４ｇ（０．７
モル）を８５．２ｇ（０．６モル）に、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエー
トを２２．７ｇに、アクリル酸５０．４ｇ（０．７モル）を４３．２ｇ（０．６モル）に
変量すること以外は実施例１と同様にして、硬化性ポリマー（Ｃ）を得た。このポリマー
のＴｇは－８℃であり、酸価は２９ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は４６０ｇ／ｍ
ｏｌであり、重量平均分子量は７，２００であった。また、水酸基価は９４ＫＯＨｍｇ／
ｇであった。次に、反応溶液にプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性
ポリマー（Ｂ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料３とする。
【０１００】
実施例４　
　２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）に代えて、２－エチルヘ
キシルメタクリレート１６．６ｇ（０．０９モル）とｍ－フェノキシベンジルメタクリレ
ート４５．７ｇ（０．１８モル）の混合物を使用すること、およびｔ－ブチルパーオキシ
－２－エチルヘキサノエートを２０．５ｇに変量すること以外は実施例１と同様にして、
硬化性ポリマー（Ｄ）を得た。このポリマーのＴｇは－２℃であり、酸価は３０ＫＯＨｍ
ｇ／ｇであり、不飽和基当量は３７０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量は６，３００で
あった。また、水酸基価は１２０ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反応溶液にプロピレン
グリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｄ）の固形分濃度４０％の重合
体溶液を調製した。これを試料４とする。
【０１０１】
実施例５　　
　攪拌装置、滴下ロート、コンデンサー、温度計及びガス導入管を備えたフラスコに、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２６２．０ｇを加え、窒素置換しなが
ら攪拌し、１２０℃に昇温した。次いで、単独重合体としたときのガラス転移温度が－７
０℃である２－エチルヘキシルアクリレート６４．４ｇ（０．３５モル）、グリシジルメ
タクリレート７１．０ｇ（０．５モル）およびジシクロペンタニルメタクリレート６．６
ｇ（０．０３モル）、メチルメタクリレート１２．０（０．１２モル）からなるモノマー
混合物に、１８．８ｇのｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（重合開始剤
、日油社製、パーブチルＯ）を添加したものを、滴下ロートから２時間にわたって前記フ
ラスコ中に滴下した。滴下終了後、１２０℃でさらに２時間攪拌して共重合反応を行い、
付加共重合体（硬化性ポリマーの前駆体）を生成させた。その後、フラスコ内を空気に置
換して、アクリル酸３６．０ｇ（０．５モル）、トリフェニルホスフィン（触媒）０．６
ｇおよびメチルハイドロキノン０．２ｇを上記の付加共重合体溶液中に投入し、１１０℃
で１０時間にわたり反応を続け、グリシジルメタクリレート由来のエポキシ基とアクリル
酸の反応によりエポキシ基を開裂すると同時にポリマーの側鎖に重合性不飽和結合を導入
した。次いで、反応系にテトラヒドロフタル酸無水物２１．３ｇ（０．１４モル）を加え
て１１０℃で３時間にわたり反応を続けて、エポキシ基の開裂により生じたヒドロキシ基
とテトラヒドロフタル酸無水物の無水物基を反応させて側鎖にカルボキシ基を導入した。
このようにして得られた重合性ポリマー（Ａ）のＴｇは－２０℃であり、酸価は３４ＫＯ
Ｈｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は４６０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量は７，１０
０であった。また、水酸基価は８７ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反応溶液に、プロピ
レングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｅ）の固形分濃度４０％の
重合体溶液を調製した。これを試料５とする。
【０１０２】
実施例６　　
　グリシジルメタクリレートの使用量を４９．７ｇ（０．３５モル）に、メチルメタクリ
レートの使用量を２７．０（０．２７モル）に、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキ
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サノエートの使用量を１８．０ｇに、アクリル酸の使用量を２５．２ｇ（０．３５モル）
に代えること以外は、実施例５と同様にして硬化性ポリマー（Ｆ）を得た。このポリマー
のＴｇは－８℃であり、酸価は１１ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は５６０ｇ／ｍ
ｏｌであり、重量平均分子量は５，６００であった。また、水酸基価は８８ＫＯＨｍｇ／
ｇであった。次に、反応溶液にプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性
ポリマー（Ｆ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料６とする。
【０１０３】
実施例７　　
　テトラヒドロフタル酸無水物の使用量を４４．１ｇ（０．２９モル）に代えること以外
は、実施例１と同様にして硬化性ポリマー（Ｇ）を得た。このポリマーのＴｇは－１１℃
であり、酸価は６０ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は３９０ｇ／ｍｏｌであり、重
量平均分子量は７，０００であった。また、水酸基価は８５ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次
に、反応溶液にプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｇ）
の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料７とする。
【０１０４】
実施例８
　テトラヒドロフタル酸無水物２１．３ｇ（０．１４モル）に代えて、コハク酸無水物１
４．０ｇ（０．１４モル）を用いること以外は、実施例１と同様にして硬化性ポリマー（
Ｉ）を得た。このポリマーのＴｇは－１２℃であり、酸価は３３ＫＯＨｍｇ／ｇであり、
不飽和基当量は３４０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量は６，１００あった。また、水
酸基価は１３１ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反応溶液にプロピレングリコールモノメ
チルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｈ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製した
。これを試料８とする。
【０１０５】
実施例９　　
　ジシクロペンタニルメタアクリレート６．６ｇ（０．０３モル）に代えて、ノルボルネ
ン２．８ｇ（０．０３モル）を使用すること以外は実施例１と同様にして、硬化性ポリマ
ー（Ｊ）を得た。このポリマーのＴｇは－５℃であり、酸価は３２ＫＯＨｍｇ／ｇであり
、不飽和基当量は３５０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量は６，５００であった。また
、水酸基価は１２９ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反応溶液にプロピレングリコールモ
ノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｉ）の固形分濃度４０％の重合体溶液を調製
した。これを試料９とする。
【０１０６】
実施例１０　　
　攪拌装置、滴下ロート、コンデンサー、温度計及びガス導入管を備えたフラスコに、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２６７．５ｇを加え、窒素置換しなが
ら攪拌し、１２０℃に昇温した。次いで、ジシクロペンテニルメタアクリレート６．６ｇ
（０．０３モル）、２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）および
アクリル酸　５０．４ｇ（０．７モル）からなるモノマー混合物に、１９．２ｇのｔ－ブ
チルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（重合開始剤、日油社製、パーブチルＯ）を
添加したものを、滴下ロートから２時間にわたって前記フラスコ中に滴下した。滴下終了
後、１２０℃でさらに２時間攪拌して共重合反応を行い、付加共重合体を生成させた。そ
の後、フラスコ内を空気に置換して、グリシジルメタクリレート５６．８ｇ（０．４モル
）、トリフェニルホスフィン（触媒）０．６ｇおよびメチルハイドロキノン０．２ｇを上
記の付加共重合体溶液中に投入し、１１０℃で１０時間にわたり反応を続け、アクリル酸
由来のカルボキシ基とグリシジルメタクリレートのエポキシ基の反応によりポリマーの側
鎖に重合性不飽和結合を導入し、硬化性ポリマー（Ｍ）を得た。このポリマーのＴｇは－
５℃であり、酸価は９２ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は４６０ｇ／ｍｏｌであり
、重量平均分子量は１０，０００であった。また、水酸基価は１２３ＫＯＨｍｇ／ｇであ
った。次に、反応溶液にプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマ
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【０１０７】
比較例１　　
　２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）に代えて、ｎ-ブチルメ
タクリレート３８．３ｇ（０．２７モル）を使用すること、およびｔ－ブチルパーオキシ
－２－エチルヘキサノエートの使用量を１７．６ｇに変量すること以外は実施例１と同様
にして、硬化性ポリマー（Ｋ）を得た。このポリマーのＴｇは３０℃であり、酸価は３４
ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は３３０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均分子量は６，
７００であった。また、水酸基価は１３４ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反応溶液にプ
ロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｋ）の固形分濃度４０
％の重合体溶液を調製した。これを試料１１とする。
【０１０８】
比較例２　
　２－エチルヘキシルアクリレート４９．７ｇ（０．２７モル）に代えて、フェニルフェ
ノキシエチルアクリレート７２．４ｇ（０．２７モル）を使用すること、およびｔ－ブチ
ルパーオキシ－２－エチルヘキサノエートの使用量を２１．８ｇに変量すること以外は実
施例１と同様にして、硬化性ポリマー（Ｌ）を得た。このポリマーのＴｇは２２℃であり
、酸価は２９ＫＯＨｍｇ／ｇであり、不飽和基当量は３９０ｇ／ｍｏｌであり、重量平均
分子量は６８００であった。また、水酸基価は１１６ＫＯＨｍｇ／ｇであった。次に、反
応溶液にプロピレングリコールモノメチルエーテルを加え、硬化性ポリマー（Ｌ）の固形
分濃度４０％の重合体溶液を調製した。これを試料１２とする。
【０１０９】
　実施例１～１０および比較例１～２で得られた硬化性ポリマーの組成および性状を表１
に示した。
【０１１０】
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【表１】

【０１１１】
実施例１１　　
　実施例１～１０よび比較例１～２で調製した試料１～１２を用いて、以下の配合により
透明な感光性重合体組成物（透明レジスト）を調製した。
（配合）
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　試料１～１２（ポリマー分のみ）　　　　　　　　　　　　　　２５．０質量部
　トリメチロールプロパントリアクリレート（反応性希釈剤）　　　３．０質量部
　イルガキュア９０７（光重合開始剤、ＢＡＳＦジャパン社製）　　０．２質量部
　ハイキュアＡＢＰ（光重合開始剤、川口薬品社製）　　　　　　　０．１質量部
　プロピレングリコールモノメチルエーテル（溶剤）　　　　　　３１．０質量部
　なお、感光性重合体組成物の番号（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）は、使用した試料番号（Ｎ
ｏ．１～Ｎｏ．１２）に対応している。また、試料の質量には、重合体溶液の調製に用い
た溶剤を含んでおらず、各試料に含まれる溶剤の量は、配合成分としての溶剤の中に合算
されている。
【０１１２】
　＜透明レジストの評価＞
　以下に示す方法により、密着性および透明性を評価した。結果を表２に示す。
密着性：　
　調製された透明レジストを、５ｃｍ角ガラス基板（無アルカリガラス基板）上に、最終
の硬化塗膜の厚さが２．５μｍとなるようにスピンコートした後、９０℃で３分間加熱す
ることで溶剤を揮発させた。次に、塗膜の全面を露光（露光量５０ｍＪ／ｃｍ2）し、光
硬化させた後、さらに２３０℃で３０分間ベーキングすることで硬化塗膜を得た。この塗
膜について、ＪＩＳ　Ｋ５４００に準じて碁盤目試験を行い、１００個の碁盤目の剥離状
態を目視観察して、以下の基準で密着性を評価した。
　　○：剥離が全く認められないもの。
　　×：全体の１０％以上に剥離が認められるもの
透明性：
　ガラス基板上に製膜した塗膜を、さらに２３０℃の乾燥機中に１時間放置し、加熱処理
前後の塗膜の４００ｎｍでの光線透過率を分光光度計にて測定し、以下の基準で透明性を
評価した。
　　◎：透過率の変化率が０．５％以下
　　○：透過率の変化率が１％以下
　　×：透過率の変化率が１％以上
【０１１３】
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【表２】

【０１１４】
　表２に示す結果から、本発明の透明レジストは、透明性および密着性において優れてお
り、とくにモノマー（ｃ）としてメチルメタクリレートを共重合した透明レジスト（Ｎｏ
．５および６）は、一段と優れた透明性を有することがわかる。これに対して、ガラス転
移温度が１０℃を超える硬化性ポリマーを使用する透明レジスト（Ｎｏ．１１および１２
）は、密着性が不十分なものであった。
【０１１５】
実施例１２　　
＜感光性重合体組成物（染料タイプ）の調製＞
　実施例１～１０よび比較例１～２で調製した試料１～１２を用いて、以下の配合により
各成分を混合して染料（ａｃｉｄ ｇｒｅｅｎ３）を含む感光性重合体組成物（染料タイ
プ）を調製した。
　なお、感光性重合体組成物の番号（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）は、使用した試料番号（Ｎ
ｏ．１～Ｎｏ．１２）に対応している。また、試料の質量には、重合体溶液の調製に用い
た溶剤を含んでおらず、各試料に含まれる溶剤の量は、配合成分としての溶剤の中に合算
されている。
【０１１６】
（配合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量部
　試料１～１２（ポリマー分のみ）　　　　　　　　　　　　　　３２．５
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　トリメチロールプロパントリアクリレート（反応性希釈剤）　　１５．６
　イルガキュア９０７（光重合開始剤、ＢＡＳＦジャパン社製）　　１．３
　ａｃｉｄ　ｇｒｅｅｎ　３　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．２
　プロピレングリコールモノメチルエーテル（溶剤）　　　　　　４５．４
【０１１７】
＜カラーレジスト（染料タイプ）の評価＞
　以下に示す方法により、アルカリ現像性、感度および耐溶剤性を評価した。結果を表２
に示す。
（１）　カラーレジストによるパターン形成
　調製されたカラーレジスト（染料タイプ）を、５ｃｍ角ガラス基板（無アルカリガラス
基板）上に、露光後の厚さが２．５μｍとなるようにスピンコートした後、９０℃で３分
間加熱することで溶剤を揮発させた。次に、塗布膜から１００μｍの距離に所定のパター
ンのフォトマスクを配置し、このフォトマスクを介して塗布膜を露光（露光量１５０ｍＪ
／ｃｍ2）し、露光部分を光硬化させた。次に、０．１質量％の炭酸ナトリウムを含む水
溶液を２３℃の温度及び０．２ＭＰａの圧力でスプレーすることによって未露光部分を溶
解して現像した後、２３０℃で３０分間ベーキングすることで所定のパターンを形成した
。
【０１１８】
（２）カラーレジストから形成されたパターンの評価
　上記のようにして形成されたパターンについて、アルカリ現像性、感度および密着性を
以下のようにして評価した。
（２－１）アルカリ現像性
　アルカリ現像性は、アルカリ現像後の残渣、及び現像形態により確認した。アルカリ現
像後の残渣は、アルカリ現像後のパターンを、（株）日立ハイテクノロジーズ製電子顕微
鏡Ｓ－３４００を用いて観察することにより確認した。この評価の基準は以下の通りであ
る。
　　○：残渣なし
　　×：残渣あり
（２－２）感度
　上記のスプレーを用いたアルカリ現像を３０秒間行い、アルカリ現像前後におけるパタ
ーン厚さの減少量を測定することにより、感度の良否を判定した。このパターン厚さは、
減少量が少ないほど感度が良好であると言えるため、この評価の基準は以下の通りとした
。
　　○：０．１５μｍ未満
　　△：０．１５μｍ以上０．２０μｍ未満
　　×：０．２０μｍ以上
（２－３）密着性、
　パターン形成可能な最小パターンの大きさを光学顕微鏡で観察し、以下の基準で密着性
を評価した。なお、密着性が良好なほど、微小パターンを形成することができる。
　　○：最小パターンの大きさが１０μｍ未満
　　×：最小パターンの大きさが１０μｍ以上
【０１１９】
（３）耐溶剤性の評価
　５ｃｍ角ガラス基板（無アルカリガラス基板）上に、上記のカラーレジストを、露光後
の厚さが２．５μｍとなるようにスピンコートした後、９０℃で３分間加熱して溶剤を揮
発させた。次に、塗布膜に波長３６５ｎｍの光を露光し、露光部分を光硬化させたのち、
ベーキング温度２３０℃の乾燥器中に３０分間放置して硬化塗膜を作成した。容量５００
ｍＬの蓋付きガラス瓶に２００ｍＬのｎ－メチル－２－ピロリドンを入れ、その中に上記
の硬化塗膜付き試験片を浸漬した後、２３℃で１時間経過後の色変化を分光光度計ＵＶ－
１６５０ＰＣ（株式会社島津製作所製）にて測定し、その結果に基づいて耐溶剤性の評価
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を行った。この評価の基準は、以下の通りである。
　　○：ΔＥ*ａｂが０．２５未満
　　△：ΔＥ*ａｂが０．２５以上０．３未満
　　×：ΔＥ*ａｂが０．３以上
【０１２０】
　表２の結果からわかるように、本発明の感光性重合体組成物（染料タイプ）を用いたカ
ラーレジスト（Ｎｏ．１～１０）は、アルカリ現像性、感度、耐溶剤性および密着性にお
いて良好な性能を示す。ただし、不飽和基当量が５６０ｇ／ｍｏｌの硬化性ポリマーを用
いたカラーレジスト（Ｎｏ．６）は、感度および耐溶剤性が低下する傾向にある。これに
対し、比較例１～２の感光性重合体組成物を用いたカラーレジスト（Ｎｏ．１１～１２）
は、アルカリ現像性および密着性に劣っている。
【０１２１】
実施例１３　　
＜感光性重合体組成物（顔料タイプ）の調製＞
　直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ１８０部を充填したステンレス製容器に、Ｃ．Ｉピ
グメントグリーン３６を１０部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを
３３．７５部、分散剤（ビッグケミー・ジャパン株式会社製Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６１
）を６．２５部投入して、ペイントシェーカーで３時間混合して分散させることにより、
緑色顔料分散液を調製した。
　この緑色顔料分散液を用いて、以下の配合により緑色顔料を含む感光性重合体組成物（
顔料タイプ）を調製した。なお、感光性重合体組成物の番号（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）は
、使用した試料番号（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）に対応している。また、試料の質量には、
重合体溶液の調製に用いた溶剤を含んでおらず、その量は配合成分としての溶剤の中に合
算されている。
【０１２２】
（配合）                                                       質量部
　試料１～１２（ポリマー分のみ）　　　　　　　　　　　　　　　８．０３
　トリメチロールプロパントリアクリレート（反応性希釈剤）　　　６．５
　イルガキュア９０７（光重合開始剤、ＢＡＳＦジャパン社製）　　１．６６
　ハイキュアＡＢＰ（光重合開始剤、川口薬品社製）　　　　　　　０．８３
　緑色顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．０
　プロピレングリコールモノメチルエーテル（溶剤）　　　　　　５２．６
【０１２３】
＜カラーレジスト（顔料タイプ）の評価＞
　実施例１２（染料タイプ）と同様にして、アルカリ現像性、感度および耐溶剤性を評価
するとともに、以下に示す方法により顔料分散性を評価した。結果を表２に示す。
顔料分散性：
　上記配合において、光重合開始剤を除いた緑色樹脂組成物を調製し、調製直後と４０℃
の恒温槽に７日間静置した後の粘度をＥ型粘度計で測定し、以下の規準により顔料分散の
良否を評価した。
　　◎（分散性が非常によい）：粘度変化率１５％未満
　　○（分散性がよい）：粘度変化率１５％以上２０％未満
　　△（分散性がやや不足する）：粘度変化率２０％以上２５％未満
　　×（分散性に劣る）：粘度変化率２５％以上
【０１２４】
　表２の結果からわかるように、本発明の感光性重合体組成物（顔料タイプ）を用いたカ
ラーレジスト（Ｎｏ．１～１０）は、アルカリ現像性、感度、耐溶剤性および密着性にお
いて良好な性能を示し、とくに、芳香環を有する（メタ）アクリレートモノマー（ａ－２
）を用いた硬化性ポリマーを使用する場合（Ｎｏ．３およびＮｏ．４）は、顔料分散性が
顕著に優れていることがわかる。これに対し、比較例１～２の感光性重合体組成物を用い
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たカラーレジスト（Ｎｏ．１１～１２）は、アルカリ現像性および密着性に劣っている。
【０１２５】
実施例１４　　
＜感光性重合体組成物（染料／顔料の混合タイプ）の調製＞
　実施例１３と同様にして調製した緑色顔料分散液４０部と染料（ａｃｉｄ　ｇｒｅｅｎ
　３）２部を用いて、下記の配合により感光性重合体組成物（染料／顔料タイプ）を調製
した。なお、感光性重合体組成物の番号（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）は、使用した試料番号
（Ｎｏ．１～Ｎｏ．１２）に対応している。また、硬化性ポリマーの量は溶剤を含んでお
らず、各試料に含まれる溶剤の量は、配合成分としての溶剤の中に合算されている。
【０１２６】
（配合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量部
　試料１～１２（ポリマー分のみ）　　　　　　　　　　　　　　１９．０　
　トリメチロールプロパントリアクリレート（反応性希釈剤）　　１１．５　
　イルガキュア９０７（光重合開始剤、ＢＡＳＦジャパン社製）　　２．４　
　ハイキュアＡＢＰ（光重合開始剤、川口薬品社製）　　　　　　　０．６４
　ａｃｉｄ　ｇｒｅｅｎ　３　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
　緑色顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．０　　
　プロピレングリコールモノメチルエーテル（溶剤）　　　　　　３６．６　
【０１２７】
＜感光性重合体組成物（染料／顔料の混合タイプ）の評価＞
　上記の感光性重合体組成物をカラーレジスト（染料／顔料混合タイプ）として使用する
際の性能を、実施例１４と同様にして評価した。結果を表２に示す。
【０１２８】
　表２の結果からわかるように、本発明の感光性重合体組成物（染料／顔料タイプ）を用
いたカラーレジスト（Ｎｏ．１～１０）は、アルカリ現像性、感度、耐溶剤性および密着
性において良好な性能を示し、とくに、芳香環を有する（メタ）アクリレートモノマー（
ａ－２）を用いた硬化性ポリマーを使用する場合（Ｎｏ．３およびＮｏ．４）は、顔料分
散性が顕著に優れていることがわかる。これに対し、比較例１～２の感光性重合体組成物
を用いたカラーレジスト（Ｎｏ．１１～１２）は、アルカリ現像性および密着性に劣って
いる。
【産業上の利用可能性】
【０１２９】
　本発明によれば、感光性材料として使用するときに、感度、現像性、耐溶剤性、基板と
の密着性および染料の分散性に優れた硬化性ポリマーを効率よく得ることができる。また
、本発明の感光性重合体組成物から形成される硬化塗膜は、感度、現像性、耐溶剤性、基
板との密着性および染料の分散性に優れていることから各種レジスト分野での利用価値が
極めて高く、その中でもカラーフィルター用の感光性材料として使用すると、耐溶剤性、
基板との密着性および染料の分散性に優れた着色パターンを有するカラーフィルターが得
られる。
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